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清水地域経済研究センター（以下、当社という）は、株式会社日本格付研究所の協力を得て、国連環

境計画金融イニシアティブ（UNEP FI）が提唱した「ポジティブ・インパクト金融原則」及び「資金

使途を限定しない事業会社向け金融商品のモデル・フレームワーク」に適合するように、また ESG

金融ハイレベル・パネル設置要綱第２項（４）に基づき設置されたポジティブインパクトファイナン

スタスクフォースがまとめた「インパクトファイナンスの基本的考え方」に整合するように、株式会

社アサギリ（以下、同社という）の包括的なインパクト分析を行いました。 

清水銀行は、本評価書で特定されたポジティブ・インパクトの拡大とネガティブ・インパクトの低減

に向けた取り組みを支援するため、同社に対してポジティブ・インパクト・ファイナンス（以下、PIF

という）を実行します。 

 

１．評価の概要  

（１）企業概要 

同社は、世界文化遺産・富士山の西麓に位置する朝霧高原（静岡県富士宮市）に本社工場を構える。

1965 年に酪農業として創業し、1988 年に有機性廃棄物の資源化を目的とした産業廃棄物処分業へ

と業種転換して以来、地域の環境保全と資源循環に取り組んできた。 

同社は、下水汚泥、食品残渣、家畜ふん尿などの有機性産業廃棄物を適正に収集・運搬し、独自の中

間処理技術と発酵管理により、化学添加物を含まない有機肥料へ再生している。これらの取り組み

は、廃棄物の資源化による環境負荷低減と循環型社会の形成に寄与している。 

本社工場では、有機性廃棄物の受け入れから有機肥料の発酵までの工程を実施している。施設は富

士山麓の自然環境に配慮して設計されており、複数のスクラバー（排気臭を洗浄する設備）や生物

脱臭設備を導入して臭気対策を行っている。発酵済みの原料は山梨工場へ移送され、篩分け（熟成）

工程を経て製品化される。 

製品化された有機肥料は、静岡県・山梨県を中心に農協や農家へ供給され、水稲、果樹、牧草、飼料

作物などの農業分野に加え、ゴルフ場や競技場の芝草管理にも利用されている。用途の広さと品質

の安定性により、農業生産及び緑地管理における持続可能な資源利用に貢献している。 

同社は創業以来の経営理念のもと、環境変化や社会課題に対応しながら事業を発展させ、地域に根

差した循環型事業を通じて環境保全及び資源循環を推進してきた。その取り組みは「静岡県 SDGs

ビジネスアワード1」2023 優秀賞の受賞や、農林水産省による国内資源由来肥料の活用事例として

の公表、「環境省グッドライフアワード2」第 12 回実行委員会特別賞（SDGs ビジネス賞）の受賞

など、公的機関の評価を受けている。 

 

1 静岡県が主催する、SDGs 達成に向けた優れた企業・団体の取り組みを表彰する制度であり、持続可能な事業活動や社会的

価値創出が評価される賞である。 

2 環境省が主催する表彰制度であり、「環境と社会によい暮らし」に貢献する優れた取り組みを行う企業、団体、地域等を表

彰するものである。 
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また、バイオ炭3の活用によるCO₂排出削減の取り組みは、J-クレジット制度の登録プロジェクトと

して認定されており、今後も地域に根差した循環型事業を通じた環境保全及び資源循環への貢献が

期待される。 

 

（２）インパクト特定 

ポジティブ・インパクトとして特定した項目は「食料」「教育」「雇用」「賃金」「気候の安定性」

「土壌」「生物種」「資源強度」「廃棄物」とし、ネガティブ・インパクトとして特定した項目は「健

康および安全性」「食料」「社会的保護」「ジェンダー平等」「気候の安定性」「水域」「大気」「土

壌」「資源強度」「廃棄物」とした。 

 

（３）KPI の決定 

ポジティブなインパクトの成果が期待できる事項として、社会面において、「教育」「社会的保護」

では KPI を「資格取得費用の会社負担を継続し、累計資格取得者数を 110名以上」とした。「賃金」

では KPI を「ベースアップを毎年 3％以上実施」とした。社会面及び自然環境面において、「食料」

「土壌」「生物種」「資源強度」では、KPI を「有機肥料製造量を年間 25,000t 以上」とした。自然

環境面において、「気候の安定性」「土壌」では KPI を「バイオ炭混合有機肥料製造量を年間 25t以

上」とした。「廃棄物」では KPI を「廃棄物受入量を年間 53,000t 以上」とした。 

ポジティブなインパクトの成果が期待できる事項及びネガティブなインパクトの低減が必要となる

事項として、社会面において、ポジティブなインパクトの「雇用」、ネガティブなインパクトの「ジ

ェンダー平等」では KPI を「従業員を30 名以上、うち女性従業員を6 名以上」「女性管理職を2名

以上」とした。 

ネガティブなインパクトの低減が必要となる事項として、社会面において、「健康および安全性」で

は KPI を「労働災害事故発生ゼロを継続」とした。「食料」では KPI を「ISO9001 認証を取得」と

した。自然環境面において、「資源強度」「廃棄物」では KPI を「ISO14001 認証を維持」とした。 

 

（４）モニタリング 

モニタリング体制として、統括責任者を簑威賴代表取締役社長、プロジェクトリーダーを勝亦巨仁

取締役とし、総務部内にプロジェクトチームを組成した。今後少なくとも年 1 回はモニタリングす

ることとし、進捗状況を確認する。 

 

 

 

 

 

 

3 バイオマス発電所から調達した炭素資材で、J‑クレジット制度による炭素貯留評価の対象となる。 
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２．PIF の概要  

今回実施予定の融資概要 

契約日及び返済期限 2026 年 2 月 20 日～2031 年 2 月 1 日 

金額 50,000,000 円 

資金使途 運転資金 

モニタリング期間 ５年 

 

３．企業概要  

企業名 株式会社アサギリ 

事業所 本社工場：静岡県富士宮市人穴 203-51 

出典：同社ホームページ 

山梨工場：山梨県南都留郡富士河口湖町富士ヶ嶺 839 番地 

富士営業所：静岡県富士市瓜島町 90 

根原倉庫：静岡県富士宮市根原字宝山 216 

JA ふえふき御坂第三共選所：山梨県笛吹市御坂町上黒駒 847-2 

資本金 10,000 千円 

従業員 25 名（役員を含む、2025 年 12 月 31 日時点） 

事業内容 産業廃棄物中間処分・有機肥料製造 

経営理念 たゆたえども 沈まず 

グループ会社 アグリループ朝霧株式会社：静岡県富士宮市人穴 203-51 

許認可 産業廃棄物処分業 静岡県知事許可（第 2221035682 号） 

産業廃棄物収集運搬業 静岡県知事許可（第 2201035682 号） 

産業廃棄物収集運搬業 山梨県知事許可（第 1900035682 号） 
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沿革 1965 年 酪農業として有限会社朝霧牧場を設立 

1988 年 酪農業を廃業し、産業廃棄物処分業へ業種変更 

2015 年 有限会社アサギリへ商号変更 

2016 年 アグリループ朝霧株式会社を設立（グループ会社） 

2018 年 本社工場にて ISO14001 認証取得 

2019 年 株式会社アサギリへ組織変更 

2021 年 山梨工場を新設 

2022 年 SDGs 宣言を公表 

2024 年 「静岡県 SDGs ビジネスアワード」2023 優秀賞受賞 

「環境省グッドライフアワード」第12 回実行委員会特別賞（SDGs 

ビジネス賞）受賞 

組織図 

出典：同社資料を基に当社作成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

取締役会

代表取締役

社長

本社

総務、経理 営業

本社工場

処理課 運輸課

山梨工場

生産管理課 製造課

富士営業所

営業




